









































































































































項目 中学1年 中学2年 中学3年 「調査」 高校I 高校II
ICLE
（大学生）
教科書参加者 7社 7社 7社 3,225名 5社 5社 366名
総語数 8,780 14,723 16,504 73,866 39,829 48,744 98,469
異なり語数 1,167 1,949 2,326 3,466 4,547 5,180 9,577
標準タイプトークン比 31.49 37.26 39.70 26.37 40.29 40.63 35.30






























1 I THE THE IS THE THE THE
2 IS I A I TO TO TO
3 YOU A TO FRIEND AND AND IS
4 THE TO IN VERY A OF AND
5 A YOU AND HE OF A OF
6 THIS IN I SHE IN IN I
7 DO AND YOU MY I I IN
8 IT OF OF TO WAS THAT A
9 IN IS IT A THAT IS THAT
10 ARE IT IS LIKE IT YOU IT
11 IT・S ARE WAS AND HE WAS WE
12 YES WE FOR PLAY IS IT ENGLISH
13 MY WAS WE ME FOR FOR ARE
14 AND THEY HAVE THE YOU WE FOR
































BNC書きことば BNC話しことば 全 体
語彙 頻度（％） 語彙 頻度（％） 語彙 頻度（％）
1 the 6.44 the 3.96 the 6.18
2 of 3.11 I 2.94 of 2.94
3 and 2.70 you 2.60 and 2.68
4 a 2.20 and 2.52 a 2.16
































昇順 キーワード 出現頻度（％） keyness 降順 キーワード 出現頻度（％） keyness
1 friend 4.09/0.04 ＋8,128 1 the 1.18/3.72 －1,485
2 she 3.46/0.12 ＋5,849 2 of 0.42/1.92 －1,106
3 very 4.06/0.28 ＋5,640 3 a 0.00/0.54 －672
4 he 3.54/0.22 ＋5,123 4 that 0.24/1.15 －671






JH1 JH2 JH3 「調査」 HI HII ICLE
words 8,780 14,723 16,504 73,866 39,829 48,744 98,469
types 1,167 1,949 2,326 3,466 4,547 5,180 9,577
bi-
grams
thankyou 32lotof 36inthe 132verywel 443inthe 207ofthe 242Ithink 865
verymuch 21tothe 35ofthe 74verykind 403ofthe 183inthe 220ofthe 824
lookat 18thankyou 31tothe 62verymuch 356tothe 94tothe 113inthe 725
alright 12ofthe 28wantto 52veryinteresting355onthe 80onthe 88wantto 415
verywel 11onthe 27onthe 47everyday 293theworld 76thereare 48thereare 394
howmany 10wentto 22thankyou 43bestfriend 243thesame 39havebeen 36thinkthat 375
I・mfrom 9goto 19haveto 39Ithink 223wantto 31wantto 33needto 320
welcometo 8thesame 17Ithink 34thankyou 221therewas 37tosee 29haveto 312
howabout 8haveto 16wentto 31playsoccer 165thereare 32suchas 29forexample212
excuseme 7thereare 15thesame 27verycute 157haveto 27hadbeen 28thereis 176
let・sgo 7Ithink 13thereare 23verygood 152baganto 25haveto 27peoplewho 171
overthere 7oneday 11ofcourse 22playtennis 143decidedto 24hadto 26thesame 119
alot 6lookat 10oneday 20veryhappy 140oneday 23theother 25eachother 118
I・mlate 6wilyou 10thefirst 20talkwith 133tosee 23baganto 24notonly 117
don・tworry 6canyou 10verymuch 20goodfriend 129afew 21liketo 24ifwe 115
表52.フレーズの種類と頻度 3語連鎖
JH1 JH2 JH3 「調査」 HI HII ICLE
words 8,780 14,723 16,504 73,866 39,829 48,744 98,469
types 1,167 1,949 2,326 3,466 4,547 5,180 9,577
tri-
grams
doyoulike 11alotof 35alotof 54Iwantto 217alotof 19alotof 30Ithinkthat 279
yesIdo 11I・mgoingto 16Iwantto 23withmyfriend 137intheworld 15oftheworld 21alotof 215
noIdon・t 11Iwentto 13I・mgoingto 19Ilikeher 129Iwantto 12beableto 19Iwantto 184








hereyouare 6I・mnotsure 5intheworld 10makesmehappy 83Idecidedto 10Iwantedto 10beableto 110
howareyou 5howareyou 5knowhowto 9isgoodat 78beableto 9overtheworld 10moreandmore 63
intheevening 4inthosedays 5aletterfrom 9alotof 72someofthem 8inorderto 10Idon・tthink 56








howaboutyou 3hereyouare 5aregoingto 8shecanplay 57whenIwas 6whenIwas 8don・twantto 45
Ithinkso 3whattosee 4inthosedays 7shenameis 56asaresult 6inthefuture 8wouldliketo 42
nohedoesn・t 3noIdidn・t 4I・lshowyou 7myfriendlikes 53Iwentto 6theendof 7I・dliketo 38
ohthankyou 3bytheway 4I・mnotsure 6importantforme 51ontheInternet 6thecenterof 7whenIwas 38














JH1 JH2 JH3 「調査」 HI HII ICLE
words 8,780 14,723 16,504 73,866 39,829 48,744 98,469









































































「調査」 共 通 大学生エッセイ
2語連鎖
・前置詞＋定冠詞が出現しない。 ・Ithinkが多用されてい
る。
・前置詞＋定冠詞が高頻度で出
現する。
3語連鎖
・alotofは上位に出現しない。
（内容の影響とも考えられる）
・Iwanttoの使用頻度が
高い。
・alotofが上位に出現する。
4語連鎖
・強意を表すveryを形容詞の前
に置き，SV（very）Cや SVO
（verywel）の形が頻繁。
・前置詞に導かれる副詞句や
asmuchaspossibleのような
フレーズも用いられている。
5.結果の検討
本研究では，中学3年生が「調査」で書いた英語と，大学生が書いたエッセイを用いた英語の語彙
フレーズの使用頻度や1文の長さ等の特徴を，中学校，高等学校で学んだ教科書の英語と比較するた
めに，コーパスを作成し，あるいは既成のコーパスを利用して教科書で用いられている英語の定着度
を分析した。
標準タイプトークン比から，「調査」の作文は中学1年の教科書の語彙の豊かさまで到達していな
いこと，また，大学生エッセイでも中学2年の教科書のレベルまで到達していないことも判明した。
一方，1文の長さについては，「調査」では中学2年生の教科書を少し超える程度であり，大学生エ
ッセイも高校Iを少し超える程度であった。「調査」と大学生エッセイを比較すれば，大学生は標準
タイプトークン比も1文の長さも伸びてはいるが，全体的に大学生になっても使用語彙数の伸びは教
科書で学習した語彙の増え方に追いついていない。一方これに比べると，大学生は接続詞andを使
用して文章をつなげる力はある程度身に付いている。しかし，文の長さについては，学んだ教科書と
同様の長さの文が達成できているわけではない。大学で英語を学んだ後は，特に個人的に学習する必
要がなければ，現状以上の運用力をつける機会がほとんどないことを考えると，書く力については，
中学校，高等学校の6年間に加えて，大学の1，2年で英語を学んでも，語彙フレーズの豊かさや
1文の長さは，平均的には，せいぜい中学3年までに学んだこと程度と考えられる。
語彙の使用頻度から見ると教科書は上級になるに従って，母語話者の使用語彙の分布に近づいてい
る。中学の教科書の場合は，頻度の高い順に15位までの語彙で，全使用語彙のほぼ25％を占めてい
る。高校の英語I，IIでは22％，大学生エッセイでは25％となっているが，「調査」の作文のみが
41.4％を占めていた。このように，「調査」のコーパスには使用語彙にかなりの偏りが見られる。特
に「調査」では前置詞，接続詞に使用頻度が少ないことも目立っている。語彙連鎖の分析からも，教
科書ではどのコーパスでもinthe,ofthe,tothe,ontheといった前置詞＋定冠詞の使用が上位を
占めていて，前置詞句を活用した文が用いられていることがわかる。逆に「調査」や大学生エッセイ
で顕著だったのは，日本語の「～と思う」の転移と考えられるIthinkのフレーズの使用である。表
52の3語連鎖の一覧でも，教科書では上位に出ていないIthinkthatが「調査」で9位，大学生
エッセイで1位となっている。また，不定詞名詞用法の指導で提示されることの多いIwanttoは
中学2年以上のどの教科書コーパスにもかなり高い頻度で出現し，「調査」でも1位，大学生エッセ
イでも3位となっている。さらに興味深いのは，alotofである。中学2年，3年，高校I，IIの教
科書で1位であり，大学生エッセイでも2位を保っている。ところが「調査」では8位であり，教科
書で繰り返して学んでも，まだ定着が十分でないと考えられる。
中学校外国語（英語）学習指導要領では指導すべき語彙数が決まっているために，各学年の教科書
に掲載しなければならない語彙の種類や数がある程度決まってしまう。そのため，教科書では上級学
年になると使用できる語彙が増えるので，標準タイプトークン比は大きくなるが，それに教科書の紙
面が割かれるため，表53に示されたように4語連鎖になると同じフレーズが繰り返し出現すること
が極端に少なくなっている。すべてのコーパスで，この表に掲載されている4語連鎖しか用いられて
いないのは，教科書そのものには，語彙表現の繰り返しが少ないことをつぶさに示している。この
ようなことが影響して，調査ではSheisverycute.で代表されるように，文構造はbe動詞を用い
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たSVCでCの形容詞を副詞veryで修飾する構造のみが頻繁に出現する結果となっていると考えら
れよう。
以上の結果から，中学校から大学に至る日本人英語学習者の語彙フレーズ力を伸ばすためには，
どのような指導の工夫が考えられるであろうか。次節ではまず，本研究の結果から指導の影響が窺え
る点を確認し，それらを参考に今後の指導の工夫について検討したい。
51.指導の影響が窺える点
①調査では，それぞれが持つ言語資源（languageresource）を使って，自分の伝えたいことを表現し
ようと工夫している。例:基本の文構造＋veryなど。
②学んだ事項の中で多くの生徒学生が身に付けているフレーズがある。例:Ithinkthat～,
Iwantto～など。
③前置詞＋定冠詞（例:ofthe,inthe）の構造では，英語I，IIでかなりの回数触れており，大学生
エッセイでは高頻度で用いられている。
④指導のマイナス効果とでも呼ぶべき現象も見られた。Iwanttoのフレーズの過剰使用である。こ
の点は，日本人英語学習者の英語使用の特徴として，しばしば指摘されている（投野 2004など）。なぜ
過剰使用されるのかについては明らかではないが，母語の影響や授業での重点的な指導などがその原
因ではないかと推測される。
52.指導を工夫したい点
①語の豊かさが不足している点
より多くの英語に触れ，より多くの英語を使うことが唯一の方法ではないだろうか。そのためには，
文の構造を学ぶことを目的に，教科書で学習した語彙のみを使用して書くことの練習をするだけでは
不十分である。自分の英語を読んでくれる相手を想定して，自分の考えや気持ちをどう伝えるかを考
えて書く状況を設定することが必要で，そこで初めて生徒はコミュニケーションのために自分の持つ
言語資源を駆使して英語を使う機会を得ることができる。そのような状況では，学んだ語彙や表現を
超えて，より適切なものを探そうとする動機も高まる。「教科書に出てきたものを記憶して，それだ
けを身に付ければ良し」とする発想から，自分の伝えたいことを自分の持つ言語資源を駆使して，更
に，増やしながら，どのように伝えるかを工夫するという視点に立った「書く」活動を加えたい。こ
の点は中学生，高校生，大学生のすべての指導に共通であると考えられよう。
②調査の時点では総体的に見て，中学1年終了程度の英語を書く力までは十分に身に付いているし，
大学生エッセイでは中学3年程度までは身に付いており，学習者は確かに学んでいる。それ以上の運
用力を身に付けるためには，前項で書いた方法は有効である。
③全体的に，定冠詞，前置詞，接続詞，形容詞の使用が定着していない。Kaneko（2007）は，日本
人英語学習者の書きことばの冠詞使用では，置換，余剰，脱落の誤りのうち，脱落の誤りが最も多い
ことを，ICLE日本人サブコーパスを使用して明らかにしている。そこでは，Ionin（2003）の冠詞
の習得についての論文を紹介し，学習者の冠詞の誤りは組織的で，限定性（definiteness）と特定性
（specificity）へのアクセスの度合いを反映していることを説明した。英語という言語の仕組み自体が
日本語と違っていることに冠詞の習得が難しい大きな原因があると考えて良い。ある名詞が不可算か
可算か，限定性があるのかないのか，特定のものを指すのかどうか等を明確な情報として言語化する
必要のない日本語を母語としている学習者が英語の冠詞を習得するためには，メタ言語知識として明
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示的に学んでいく機会だけではなく，実際の英語の書きことばを使ってのコミュニケーション体験を
通して暗示的に身に付けていく機会が絶対に必要である。
つまり，教科書の英語と比べて学習者の「書く力」が不十分である点を解消するためには，①，②，
③のどれをとっても教科書の範囲のみに留まらず，実際のコミュニケーションに即して，豊かに自分
の気持ちを伝えるための活動を通して，教師のサポートを受けながら語彙も表現も補充していく必要
があると言えよう。
6.おわりに
本研究では，学習指導要領にある英語で「書くこと」の定着度を測った「調査」と，中学高等学
校英語教科書コーパス，更には，大学生のエッセイを集めたICLE日本人サブコーパスの比較検討
を行った。しかし，「調査」コーパスは全国調査に基づいたものであり，総語数は多かったものの，
試験の解答であること，また，書く内容が定められていたことなどの理由で，使用語彙，フレーズに
偏りがあった可能性が高い。例えば，JEFLLなどの中学生，高校生の作文コーパスを使用して，中
学生から大学生までの書く力の伸びを教科書の英語と比較検討し，統計的な処理も加えることで，ま
た新たな発見が期待できよう。
授業で繰り返し指導されている語彙，表現，文の構造の中には確かに身に付いているものがある。
逆に指導が原因で，学習者が過剰使用するフレーズも見受けられた。教科書から得られる英語のイン
プットには，様々な制約がある。一定の頁の中に，一定の新出文法を用いた表現と一定の新出語彙を
配置する必要があり，それを知識として学ぶだけではそれらのすべての定着を図ることは難しい。様々
な言語活動を通して，学んだ事項に繰り返し触れる機会を多く作りたい。「書く」活動を，学んだ文
法の知識を確認するために利用するだけではなく，コミュニケーションの一方法として位置付けたい。
英語を書くことで誰かに何かを伝えたいと思うような活動を授業に取り入れ，学習者自身が「これは
英語ではどう表現するのだろう，わからないな」と気づくこと（noticing）が，ことばを学ぶことの
第一歩となるのではないだろうか。
もちろん，言語の知識を学ぶだけではなく実際にそれをコミュニケーションの目的で使えるまでに
習得するには時間が必要である。中学校を終わるころにやっと1年で学んだことが使えるようになり，
大学生まで英語を勉強してやっと中学3年までの語彙やフレーズが使えるようになるという実態は決
して喜ばしいことではないが，週に数時間しか英語に触れることがない環境では当然のこととも考え
られる。だからこそ教師が，その少ない時間を有効に使ってより効果的に学習者が英語を身に付けら
れるような指導を工夫することに，大きな期待がかかっている。
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